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岩岩手手競競馬馬のの中中長長期期的的視視点点にに立立っったた抜抜本本的的なな改改革革のの検検討討ににつついいてて 
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 趣 旨 

１ 趣 旨 

 岩手県競馬組合事業運営監視委員会からの「中長期的視点に立った抜
本的な改革についての検討が必要」との意見を踏まえて、競馬組合の設
置者である構成団体が、「持続可能な岩手競馬のあり方」を検討しようと
するものであり、その方向性について事務レベルでの調査検討を行うも
の。 

 検討テーマ等 

■ 検討テーマ：「持続可能な岩手競馬のあり方」 

■ 検 討 項 目： 

❶ 考えられる改革の選択肢と論点整理、 
（選択肢の例）抜本的なコスト削減、テレトラックの運営や本場

の発売など民間委託の拡大、全面的な民間委託、
一場体制への移行 など 

❷ 抜本的改革の方向性  

❸ 有識者の意見反映の方法（意見聴取、新たな委員会の設置、監
視委員会の活用 など） 

❹ 検討スケジュール（工程表）  

 検討体制 

構成団体の職員で構成するプロジェクト・チームを設置。 

■ プロジェクト・チームの構成 

（県）農林水産企画室長、市町村課総括課長、予算調製課総括課長 

（奥州市）競馬対策室長、財政課長 

（盛岡市）競馬組合経営改善対策事務局長、財政課長 

 ※事務局：県農林水産企画室 

 スケジュール 

19 年度内に、プロジェクト・チームとしての改革の方向性を取りまと
め。 

問合せ先：特命参事・浅沼（内線 5627）、沢田（内線 5633）


